
NO. 質問 回答

1

仕様書「３．業務の内容」の研修参加者人数について

・「（１）対象国の選定及び海洋ごみ実態把握能力調査」では「協力

者は各国３名程度、合計12名程度選定することとする」との記載があ

りますが、「（２）人材育成研修プログラム実施支援」内の「オ 人

材育成研修プログラムと支援業務の内容」では、「研修生10名」との

記載がありました。人数について、どちらを想定すればよろしいで

しょうか。

「（１）対象国の選定及び海洋ごみ実態把握能力調査」では、「協

力者は各国３名程度、合計12名程度選定することと」し、「最終的

な対象国や人数などは、環境省担当官と先方政府との協議により決

定する」ことを想定しており、これを踏まえて、「（２）人材育成

研修プログラム実施支援」内の「オ 人材育成研修プログラムと支援

業務の内容」では、「研修生10名」程度にて実施することを想定し

ています。

2

仕様書「３．業務の内容」「（４）インドネシアにおける海洋ごみに

係る共同調査およびキャパシティビルディングの実施支援」のア、オ

について

・「ア 専門家及びカウンターパート機関の決定」記載の共同調査へ

派遣される専門家（３名程度）は、キャパシティビルディング（対面

講義）の講師も兼ねる想定でしょうか。そうであれば、「オ 共同調

査・キャパシティビルディングへの専門家調査団派遣」に記載の「各

者の現地滞在日数は７日程度」との想定と合致すると理解しておりま

す。

「ア 専門家及びカウンターパート機関の決定」記載の共同調査へ派

遣される専門家（３名程度）は、キャパシティビルディング（対面

講義）の講師も兼ねる想定です。

3

仕様書「３．業務の内容」「（４）インドネシアにおける海洋ごみに

係る共同調査およびキャパシティビルディングの実施支援」のオ、カ

について

・「カ 共同調査とキャパシティビルディング支援業務の内容」にお

いて、「専門家によるＷｅｂ講義（4名が、1回当たり3時間で７回ず

つ講義を行う事を想定）」との記載がありますが、当該Ｗｅｂ講義

は、「オ 共同調査・キャパシティビルディングへの専門家調査団派

遣」記載の「座学2日」の一部として実施する想定でしょうか。

「専門家によるＷｅｂ講義（4名が、1回当たり3時間で７回ずつ講義

を行う事を想定）」は、「オ 共同調査・キャパシティビルディング

への専門家調査団派遣」記載の「座学2日」「程度」の一部として実

施することを想定しています。

4

仕様書「３．業務の内容」「（４）インドネシアにおける海洋ごみに

係る共同調査およびキャパシティビルディングの実施支援」のオ、カ

について

・「オ」に記載の「4名が、1回当たり3時間で７回ずつ講義」との内

容について、「７回ずつ講義」は実施せず、“4名が3時間の講義を１

回ずつ実施する”との理解でよろしいでしょうか。

講義については、7日程度の滞在中に、座学・分析・調査を含めて、

1名の講師からは、全７回程度講義を実施し、基本的には講義自体は

1コマあたり１～1.5時間を想定しています（これを4名分実施す

る）。

なお、1講義あたりの講師の実動時間（謝金発生時間）は、設備・装

備の準備、質疑応答等を含めて最大3時間程度を想定しています。

5

仕様書「３．業務の内容」「（４）インドネシアにおける海洋ごみに

係る共同調査およびキャパシティビルディングの実施支援」のオ、カ

について

・キャパシティビルディングにおける対象言語は英語との理解でよろ

しいでしょうか。

キャパシティビルディングは、英語で行うものと想定しています。他

方、「通訳の手配（先方政府との協議及び共同調査の補助として

日・インドネシア語等）」に記載しているとおり、「先方政府との

協議及び共同調査の補助」として、日・インドネシア語も想定して

います。

　　質問回答


